
(57)【要約】

【課題】安全に手術部位の近傍の腸管を把持、圧拝、牽

引して施術医師の視野を確保し、手術をし易くすること

ができる経肛門的大腸リトラクターを得る。

【解決手段】本発明経肛門的大腸リトラクター１は、経

肛門的に大腸に挿入するチューブ手段２と、チューブ手

段の大腸内端部に設けるバルーン手段であって、チュー

ブ手段２の大腸内端部に気密に接続し、チューブ手段２

の内腔に連通する長手方向孔４ａを有するバルーン支持

体４と、長手方向孔４ａから半径方向に連通してバルー

ン支持体４の外面に開口する横孔４ｂと、横孔４ｂを包

囲するようバルーン支持体４に密封連結した伸縮自在の

バルーン素子５とにより構成したバルーン手段３と、チ

ューブ手段２の肛門外端部に設けた継手手段７と、継手

手段７に接続し、バルーン素子５にエアを供給又は排出

してバルーン素子５を膨張又は収縮させるポンプ手段９

とにより構成する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
腹 腔 鏡 下 大 腸 手 術 の た め 大 腸 を 把 持 す る リ ト ラ ク タ ー に お い て 、 経 肛 門 的 に 大 腸 に 挿 入 す
る チ ュ ー ブ 手 段 と 、
前 記 チ ュ ー ブ 手 段 の 大 腸 内 端 部 に 設 け る バ ル ー ン 手 段 で あ っ て 、 前 記 チ ュ ー ブ 手 段 の 大 腸
内 端 部 に 気 密 に 接 続 し 、 前 記 チ ュ ー ブ 手 段 の 内 腔 に 連 通 す る 長 手 方 向 孔 を 有 す る バ ル ー ン
支 持 体 と 、 前 記 長 手 方 向 孔 か ら 半 径 方 向 に 連 通 し て 前 記 バ ル ー ン 支 持 体 の 外 面 に 開 口 す る
横 孔 手 段 と 、 前 記 横 孔 手 段 を 包 囲 す る よ う 前 記 バ ル ー ン 支 持 体 に 密 封 連 結 し た 伸 縮 自 在 の
バ ル ー ン 素 子 と に よ り 構 成 し た バ ル ー ン 手 段 と 、
前 記 チ ュ ー ブ 手 段 の 肛 門 外 端 部 に 設 け た 継 手 手 段 と 、
前 記 継 手 手 段 に 接 続 し 、 前 記 継 手 手 段 、 前 記 チ ュ ー ブ 手 段 、 前 記 バ ル ー ン 支 持 体 を 経 て バ
ル ー ン 素 子 に エ ア を 供 給 又 は 排 出 し て 前 記 バ ル ー ン 素 子 を 膨 張 又 は 収 縮 さ せ る ポ ン プ 手 段
と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 経 肛 門 的 大 腸 リ ト ラ ク タ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ポ ン プ 手 段 を 、
前 記 チ ュ ー ブ 手 段 よ り 小 径 の ホ ー ス 手 段 と 、
前 記 ホ ー ス 手 段 の 一 方 の 端 部 に 設 け 、 前 記 継 手 手 段 に 着 脱 自 在 に 迅 速 連 結 で き る ク イ ッ ク
連 結 手 段 と 、
前 記 ホ ー ス 手 段 の 他 方 の 端 部 に 設 け 、 逆 止 弁 及 び 開 閉 自 在 の 通 気 口 を 有 す る 中 空 卵 形 の 手
動 圧 搾 ゴ ム 球 体 と に よ り 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 経 肛 門 的 大 腸 リ ト ラ ク
タ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 チ ュ ー ブ 手 段 の 前 記 継 手 側 端 部 に グ リ ッ プ 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は ２ 記 載 の 経 肛 門 的 大 腸 リ ト ラ ク タ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 腹 腔 鏡 下 大 腸 手 術 の た め 大 腸 を 把 持 す る リ ト ラ ク タ ー に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の こ の よ う な 腹 腔 鏡 下 大 腸 手 術 の 場 合 、 腹 部 に 挿 入 し た ト ロ ッ カ ー （ ポ ー ト ） か ら 腸
鉗 子 や 、 種 々 の 線 条 リ ト ラ ク タ ー を 使 用 し 、 手 術 部 位 、 例 え ば 腫 瘍 の 近 傍 の 腸 管 を 把 持 、
圧 拝 、 牽 引 し て 手 術 部 位 を 広 げ 、 施 術 医 師 の 視 野 を 確 保 し 、 手 術 を し 易 く し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 従 来 の よ う に 、 ト ロ ッ カ ー を 介 し て 腹 部 に 挿 入 し た 鉗 子 に よ っ て 腸 管 を 把 持 す る
場 合 、 手 術 部 位 例 え ば 、 腫 瘍 を 直 接 把 持 し た り 、 腸 管 を 損 傷 し た り 、 ま た 癌 の よ う な 病 巣
の 手 術 の 場 合 、 癌 を 拡 散 さ せ た り す る 危 険 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
更 に 、 ト ロ ッ カ ー を 介 し て 腹 部 に 挿 入 し た 鉗 子 の 場 合 、 助 手 の 鉗 子 保 持 だ け で は 十 分 に 視
野 を 確 保 す る こ と は で き ず 、 施 術 医 師 自 身 の 鉗 子 が 視 野 を 遮 る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 腫 瘍 を 直 接 把 持 し た り 、 腸 管 を 損 傷 し た り 、 ま た 、 癌 の よ う な
病 巣 の 手 術 の 場 合 、 癌 を 拡 散 さ せ た り す る 危 険 性 が な く 、 安 全 に 手 術 部 位 、 例 え ば 、 腫 瘍
の 近 傍 の 腸 管 を 把 持 、 圧 拝 、 牽 引 し て 手 術 部 位 を 広 げ て 施 術 医 師 の 視 野 を 確 保 し 、 手 術 を
し 易 く す る こ と が で き る 経 肛 門 的 大 腸 リ ト ラ ク タ ー を 得 る に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 経 肛 門 的 大 腸 リ ト ラ ク タ ー は 、
経 肛 門 的 に 大 腸 に 挿 入 す る チ ュ ー ブ 手 段 と 、
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前 記 チ ュ ー ブ 手 段 の 大 腸 内 端 部 に 設 け る バ ル ー ン 手 段 で あ っ て 、 前 記 チ ュ ー ブ 手 段 の 大 腸
内 端 部 に 気 密 に 接 続 し 、 前 記 チ ュ ー ブ 手 段 の 内 腔 に 連 通 す る 長 手 方 向 孔 を 有 す る バ ル ー ン
支 持 体 と 、 前 記 長 手 方 向 孔 か ら 半 径 方 向 に 連 通 し て 前 記 バ ル ー ン 支 持 体 の 外 面 に 開 口 す る
横 孔 手 段 と 、 前 記 横 孔 手 段 を 包 囲 す る よ う 前 記 バ ル ー ン 支 持 体 に 密 封 連 結 し た 伸 縮 自 在 の
バ ル ー ン 素 子 と に よ り 構 成 し た バ ル ー ン 手 段 と 、
前 記 チ ュ ー ブ 手 段 の 肛 門 外 端 部 に 設 け た 継 手 手 段 と 、
前 記 継 手 手 段 に 接 続 し 、 前 記 継 手 手 段 、 前 記 チ ュ ー ブ 手 段 、 前 記 バ ル ー ン 支 持 体 を 経 て バ
ル ー ン 素 子 に エ ア を 供 給 又 は 排 出 し て 前 記 バ ル ー ン 素 子 を 膨 張 又 は 収 縮 さ せ る ポ ン プ 手 段
と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 バ ル ー ン 素 子 が 収 縮 し た 状 態 の バ ル ー ン 側 端 部 か ら 、 肛 門 内 に 手 術 部 位
、 例 え ば 、 腫 瘍 の 近 傍 の 近 く ま で チ ュ ー ブ 手 段 を 挿 入 し 、 こ の 後 、 ポ ン プ 手 段 を 動 作 さ せ
て チ ュ ー ブ 手 段 の 内 腔 、 バ ル ー ン 支 持 体 の 長 手 方 向 孔 及 び 横 孔 か ら バ ル ー ン 素 子 の 内 部 に
エ ア を 圧 送 し 、 こ の バ ル ー ン 素 子 を 膨 張 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 バ ル ー ン 素 子 は 腸 管 に 密 着
す る 。 こ れ に よ り 、 手 術 部 位 の 視 界 を 広 げ か つ 手 術 し 易 く す る よ う 腸 管 を 把 持 、 圧 拝 、 牽
引 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
手 術 後 に は ポ ン プ 手 段 を 操 作 し て バ ル ー ン 素 子 内 部 の エ ア を 排 気 し 、 バ ル ー ン 素 子 を 収 縮
さ せ て 腸 管 と の 密 着 を 解 除 し 、 チ ュ ー ブ 手 段 全 体 を 腸 管 及 び 肛 門 か ら 抜 き 出 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 前 記 ポ ン プ 手 段 を 、 前 記 チ ュ ー ブ 手 段 よ り も 小 径 の ホ
ー ス 手 段 と 、 前 記 ホ ー ス 手 段 の 一 方 の 端 部 に 設 け 、 前 記 継 手 手 段 に 着 脱 自 在 に 迅 速 連 結 で
き る ク イ ッ ク 連 結 手 段 と 、 前 記 ホ ー ス 手 段 の 他 方 の 端 部 に 設 け 、 逆 止 弁 及 び 開 閉 自 在 の 通
気 口 を 有 す る 中 空 卵 形 の 手 動 圧 搾 ゴ ム 球 体 と に よ っ て 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
更 に 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 前 記 チ ュ ー ブ 手 段 の 前 記 継 手 側 端 部 に グ リ ッ プ
手 段 、 好 適 に は 、 滑 り 止 め 用 の 刻 み 目 を 有 す る ゴ ム 製 の グ リ ッ プ を 設 け る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 図 面 に つ き 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 経 肛 門 的 大 腸 リ ト ラ ク タ ー １ は 、 　 経 肛 門 的 に 大 腸 に 挿 入 す る
チ ュ ー ブ 手 段 ２ を 有 す る 。 図 １ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 こ の チ ュ ー ブ 手 段 ２ を 、 先 端 側
チ ュ ー ブ 部 分 ２ ａ 及 び 基 端 側 チ ュ ー ブ 部 分 ２ ｂ の Ｏ リ ン グ に よ る 密 封 ね じ 連 結 構 成 と す る
。 し か し 、 一 体 チ ュ ー ブ に よ っ て 構 成 す る こ と も で き 、 ま た ２ 個 以 上 の 多 部 分 構 成 と す る
こ と も で き る 。 こ の チ ュ ー ブ 手 段 ２ は 、 剛 性 の あ る 金 属 製 又 は 合 成 樹 脂 製 で 形 成 し 、 肛 門
か ら 挿 入 し 易 い よ う に 先 端 を 図 示 の よ う に 湾 曲 さ せ る と 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
先 端 側 チ ュ ー ブ 部 分 ２ ａ の 大 腸 内 端 部 に バ ル ー ン 手 段 ３ を 設 け る 。 図 示 の 実 施 の 形 態 に お
い て は 、 こ の バ ル ー ン 手 段 ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 先 端 側 チ ュ ー ブ 部 分 ２ ａ の 大 腸 内 端
部 に 気 密 に ね じ 連 結 し 、 チ ュ ー ブ 手 段 ２ の 内 腔 に 連 通 す る 長 手 方 向 孔 ４ ａ を 有 す る バ ル ー
ン 支 持 体 ４ と 、 長 手 方 向 孔 ４ ａ か ら 半 径 方 向 に 連 通 し て バ ル ー ン 支 持 体 ４ の 外 面 に 開 口 す
る 横 孔 ４ ｂ と 、 横 孔 ４ ｂ を 包 囲 す る よ う バ ル ー ン 支 持 体 ４ に 密 封 連 結 し た 伸 縮 自 在 の バ ル
ー ン 素 子 ５ と に よ り 構 成 す る 。 横 孔 ４ ｂ は 少 な く と も １ 個 、 好 適 に は 、 ４ 個 設 け る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
バ ル ー ン 支 持 体 ４ は ほ ぼ 円 筒 形 と し 、 こ の バ ル ー ン 支 持 体 ４ を バ ル ー ン 素 子 ５ で 包 囲 す る
。 図 示 の 実 施 の 形 態 で は 、 ２ 個 の 中 空 電 球 状 の バ ル ー ン 支 持 体 ４ を 、 中 心 の 長 手 方 向 孔 に
貫 通 す る ボ ル ト ６ （ 図 ２ 参 照 ） と 、 先 端 側 の 球 面 状 ボ ル ト ヘ ッ ド ６ ａ と 、 先 端 側 チ ュ ー ブ
部 分 ２ ａ に 接 続 す る 側 の ナ ッ ト ６ ｂ と に よ り 互 い に 連 結 す る と と も に 、 バ ル ー ン 素 子 ５ の
開 放 端 縁 を 密 封 す る 。 中 空 電 球 状 の バ ル ー ン 素 子 ５ の 頂 点 に は ボ ル ト が 貫 通 す る 小 孔 （ 図
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示 せ ず ） を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
チ ュ ー ブ 手 段 の 肛 門 外 端 部 、 図 示 の 実 施 の 形 態 で は 、 基 端 側 チ ュ ー ブ 部 分 ２ ｂ の 肛 門 外 端
部 に 継 手 手 段 ７ を 設 け る 。 更 に 、 こ の 基 端 側 チ ュ ー ブ 部 分 ２ ｂ の 端 部 に は 、 滑 り 止 め を 施
し た 、 例 え ば 、 刻 み 目 を 形 成 し た ゴ ム 製 の グ リ ッ プ ８ を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 継 手 手 段 ７ に は 、 継 手 手 段 ７ 、 チ ュ ー ブ 手 段 ２ 、 バ ル ー ン 支 持 体 ４ を 経 て バ ル ー ン 素
子 ５ に エ ア を 供 給 又 は 排 出 し て バ ル ー ン 素 子 ５ を 膨 張 又 は 収 縮 さ せ る ポ ン プ 手 段 ９ を 接 続
す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 示 の 実 施 の 形 態 で は 、 ポ ン プ 手 段 ９ を 、 チ ュ ー ブ 手 段 ２ よ り 小 径 で あ り 可 撓 性 の ホ ー ス
手 段 １ ０ と 、 ホ ー ス 手 段 １ ０ の 一 方 の 端 部 （ 先 端 側 ） に 設 け 、 継 手 手 段 ７ に 着 脱 自 在 に 迅
速 連 結 で き る ク イ ッ ク 連 結 手 段 １ １ と 、 ホ ー ス 手 段 １ ０ の 他 方 の 端 部 （ 基 端 側 ） に 設 け 、
そ の 基 端 部 に 逆 止 弁 １ ６ 及 び 開 閉 自 在 の 通 気 口 を 有 す る 中 空 卵 形 の 手 動 圧 搾 ゴ ム 球 体 １ ２
と に よ り 構 成 す る 。 ポ ン プ 手 段 ９ は 、 血 圧 計 に も 使 用 さ れ て い る こ の よ う な 手 動 ポ ン プ で
は な く 、 動 力 ポ ン プ と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 示 の 実 施 の 形 態 で は 、 チ ュ ー ブ 手 段 ２ 及 び ホ ー ス 手 段 １ ０ を 透 明 材 料 で 形 成 し た が 、 本
発 明 は 透 明 材 料 に 限 定 さ れ る も の で な く 、 不 透 明 材 料 又 は 有 色 材 料 で 形 成 す る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 経 肛 門 的 大 腸 リ ト ラ ク タ ー １ は 、 使 用 に あ た り 、 バ ル ー ン 素 子 ５ が 収 縮 し た 状 態 の
バ ル ー ン 側 端 部 か ら 、 肛 門 内 に 手 術 部 位 、 例 え ば 、 腫 瘍 の 近 傍 の 近 く ま で チ ュ ー ブ 手 段 ２
を 挿 入 し 、 こ の 後 、 ポ ン プ 手 段 ９ を 動 作 さ せ て チ ュ ー ブ 手 段 ２ の 内 腔 、 バ ル ー ン 支 持 体 ４
の 長 手 方 向 孔 及 び 横 孔 ４ ｂ か ら バ ル ー ン 素 子 ５ の 内 部 に エ ア を 圧 送 し 、 こ の バ ル ー ン 素 子
５ を 膨 張 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 バ ル ー ン 素 子 ５ は 腸 管 に 密 着 す る 。 こ れ に よ り 、 手 術 部 位
の 視 界 を 広 げ か つ 手 術 し 易 く す る よ う 腸 管 を 把 持 、 圧 拝 、 牽 引 す る こ と が で き る 。 従 っ て
、 腸 管 １ ４ に 挿 入 さ れ た バ ル ー ン 素 子 ５ は エ ア の 圧 送 に よ り 膨 張 し 、 腸 管 １ ４ に 間 隙 １ ５
が 生 ま れ 、 医 師 の 視 野 を 拡 大 す る こ と が 出 来 る （ 図 ３ 及 び 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
手 術 後 に は ポ ン プ 手 段 ９ を 操 作 し て 、 例 え ば 、 図 示 の 実 施 の 形 態 で は ね じ キ ャ ッ プ １ ３ を
緩 め て 通 気 口 を 開 放 す る こ と に よ っ て バ ル ー ン 素 子 ５ 内 部 の エ ア を 排 気 し 、 バ ル ー ン 素 子
５ を 収 縮 さ せ て 腸 管 １ ４ と の 密 着 を 解 除 し 、 チ ュ ー ブ 手 段 ２ 全 体 を 腸 管 及 び 肛 門 か ら 抜 き
出 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 経 肛 門 的 大 腸 リ ト ラ ク タ ー に よ れ ば 、 ト ロ ッ カ ー を 介 し て 腹 部 に 挿 入 し た 鉗 子 に よ
っ て 腸 管 を 把 持 す る の で は な く 、 肛 門 か ら 挿 入 し て 腸 管 の 内 側 に 密 着 さ せ る た め 、 腹 部 に
創 傷 を 負 わ せ る こ と が な い 非 侵 襲 性 の も の で あ り 、 従 来 の 鉗 子 状 の リ ト ラ ク タ ー の よ う に
腫 瘍 を 直 接 把 持 し た り 、 腸 管 を 損 傷 し た り 、 ま た 、 癌 の よ う な 病 巣 の 手 術 の 場 合 、 癌 を 拡
散 さ せ た り す る 危 険 性 が な く 、 安 全 に 手 術 部 位 、 例 え ば 、 腫 瘍 の 近 傍 の 腸 管 を 把 持 、 圧 拝
、 牽 引 し て 手 術 部 位 を 広 げ て 施 術 医 師 の 視 野 を 確 保 し 、 手 術 を し 易 く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 経 肛 門 的 大 腸 リ ト ラ ク タ ー の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 経 肛 門 的 大 腸 リ ト ラ ク タ ー の バ ル ー ン 手 段 の 一 部 断 面 と す る 側 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 腸 管 に バ ル ー ン 素 子 を 挿 入 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 腸 管 に 膨 張 し た バ ル ー ン 素 子 を 挿 入 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 肛 門 的 大 腸 リ ト ラ ク タ ー
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２ 　 　 チ ュ ー ブ 手 段
２ ａ 　 　 先 端 側 チ ュ ー ブ 部 分
２ ｂ 　 　 基 端 側 チ ュ ー ブ 部 分
３ 　 　 バ ル ー ン 手 段
４ 　 　 バ ル ー ン 支 持 体
４ ａ 　 　 長 手 方 向 孔
４ ｂ 　 　 横 孔
５ 　 　 バ ル ー ン 素 子
６ 　 　 ボ ル ト
６ ａ 　 　 　 ボ ル ト ヘ ッ ド
６ ｂ 　 　 　 ナ ッ ト
７ 　 　 継 手 手 段
８ 　 　 グ リ ッ プ
９ 　 　 ポ ン プ 手 段
１ ０ 　 　 ホ ー ス 手 段
１ １ 　 　 ク イ ッ ク 連 結 手 段
１ ２ 　 　 手 動 圧 搾 ゴ ム 球 体
１ ３ 　 　 ね じ キ ャ ッ プ
１ ４ 　 　 腸 管
１ ５ 　 　 間 隙
１ ６ 　 　 逆 止 弁
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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摘要(译)

要解决的问题：获得一种能够安全地在手术部位附近抓紧，崇拜和拉动
肠道的经肛门大肠牵开器，以确保从业者的视野并促进手术。 本发明的
经肛门结肠牵开器1是经肛门插入大肠的管装置2，以及在该管装置的大
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通向球囊支撑件4的外表面的侧孔。 如图4b所示，气囊装置3由可膨胀的
气囊元件5构成，该可膨胀的气囊元件5密封地连接至气囊支撑件4以围绕
侧孔4b，并且在管装置2的外肛门端处设置有接头装置7以及接头。 泵装
置9连接到装置7，并且将空气供应或排出到球囊元件5以使球囊元件5充
气或放气。 [选型图]图1
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